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○ 4～6 月期の日本の GDP は前年比 28.1％減少  
 2019 年 12 月、中国湖北省武漢市当局が最初に新型コロナウイルス感染患者を確認した。その約
1 か月後には、日本人初の感染者が確認され、1 月 30 日には WHO が緊急事態を宣言した。2～3
月にかけて、欧米主要各国での感染拡大により都市封鎖が行われ、日本国内においても 4 月 7 日
に緊急事態宣言が発令され、不要不急の外出の自粛、カラオケ店、スポーツジム、劇場などに対す
る休業要請が発出された。このことによる経済的な影響は極めて大きく、4～6 月期の国内総生産
（GDP）は前四半期に比べて、実質年率 28.1％の減少（過去最悪の落ち込み）となった。  
 
２．県内経済への影響  
 日本国内の GDP が大きく落ち込む中で、県内経済にはどのような影響が見られているのだろうか。
ここでは、特に個人消費について現状を整理する。  
 
○ JR 和歌山駅前の人出は回復に向かっている 
 JR 和歌山駅周辺（500m メッシュ）における平日・休日 15 時時点の人口を前年と比べた場合（図
表 1）、緊急事態宣言が発令されていた 5 月上旬は 40％減の水準となっていたが、その後は大きく
改善し、6 月 30 日時点には前年比 1.7％減の水準まで回復した。ただし、7 月に入ると、再び国内
での感染者数が増加に転じたため、人出は再び減少し、お盆休みには、帰省自粛の動きもあり、前
年比 10.1％減となった。その後は、国内の感染者数が減少傾向を示したこともあり、緩やかながら人











図表 1 JR 和歌山駅前の人出の状況（前年同月比）  
 
（注 1）JR 和歌山駅周辺 500m メッシュ内の平日・休日 15 時の人口をもとに算出  
（注 2）前年との曜日の違いを考慮し、各日の比較対象は前年同月の平均値  
(資料 )  NTT「モバイル空間統計」  
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食業の売上高は事業者平均で前年比 86.1％減、5 月は同 70.1％減、6 月は同 52.0％減と大幅な
減少となった。ただし、飲食店情報サイト「Retty」における県内飲食店の情報サイト閲覧数の推移
（前年比）を見たところ（図表 4）、5 月の第 1 週目には前年比 78％減まで落ち込んだが、その後は
回復に向かい、4 連休を含む 9 月の第 4 週目には前年比 19％増となっている。 
 











（資料）Retty 株式会社  Food Data P latform  
○ 新型コロナへの感染懸念が強く、飲食業の売上高はなかなか回復せず 
 売上高の回復が期待される飲食業だが、前述の「景気動向調査」によると、県内飲食業の 7 月の
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比 57.7％減となっており、極めて厳しい状況にある。     
政府は、消費喚起策である「Go To イートキャンペーン（プレミアム付食事券の販売と飲食予約に
よるポイント付与）」を 10 月から開始しており、今後は売上高の持ち直しが一定程度期待される。  
 













(資料 )  和歌山社会経済研究所「景気動向調査」  
 
○ 旅館・宿泊業の売上高は 4～6 月期に比べて持ち直すも低水準  
 飲食業を上回る売上高の減少に直面した業種が旅館・宿泊業である。白浜町、田辺市、をはじめ、
那智勝浦町、串本町、新宮市など紀南地域に事業者が多いため、悪影響は紀南地域で特に大き




6 月の前年比 75％減から、7 月は同 36％増、8 月は同 195％増となった。県外からの宿泊者につい
ても、緩やかながら回復傾向にある。  
 このような状況の中で、和歌山社会経済研究所による、県内旅館・宿泊事業者の売上高の平均
値は、4 月に前年比 86.1％減、5 月に同 95.6％減、6 月に同 83.2％減と大きく減少した後、7 月は
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図表 6 県内旅館・宿泊業の売上高（前年売上高＝100） 
 
（注）回答事業者の平均値を算出  
(資料 )  和歌山社会経済研究所「景気動向調査」  
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